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「
天
神
さ
ん
」「
天
神
さ
ま
」
と
し
て
、
現
在
も
親
し
ま
れ

る
菅
原
道
真
（
八
四
五
〜
九
〇
三
）。
本
年
は
道
真
が
左
遷
先

で
あ
る
九
州
・
大
宰
府
の
地
に
没
し
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
千
百

年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ
を
記
念
し
、
道
真
を
祀ま
つ

る
京
都
・
北

野
天
満
宮
が
所
蔵
す
る
神
宝
を
紹
介
し
ま
す
。

道
真
は
平
安
時
代
の
優
れ
た
学
者
・
政
治
家
と
し
て
、
遣
唐

使
の
廃
止
を
進
言
し
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
宇
多

天
皇
に
重
用
さ
れ
、
道
真
は
右
大
臣
に
ま
で
昇
進
し
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
出
世
を
妬
ん
だ
左
大
臣
・
藤
原
時
平
の
讒
言
ざ
ん
げ
ん

に
よ

り
失
脚
。
大
宰
府
へ
流
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
失
意
と
窮
乏
の
う
ち

に
亡
く
な
り
ま
す
。
そ
の
没
後
、
京
都
で
は
天
変
地
異
や
疫
病

が
相
次
ぎ
、
皇
族
や
時
平
一
族
に
災
難
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
が
道
真
の
怨
霊
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
、
天
暦
元
年
（
九
四
七
）、

京
都
・
北
野
の
地
に
道
真
は
「
天
満
天
神
」
と
し
て
祀
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
が
北
野
天
満
宮
の
始
ま
り
で
す
。

現
在
、「
学
問
の
神
様
」
を
祀
る
北
野
天
満
宮
に
は
、
毎
年

多
く
の
受
験
生
が
訪
れ
ま
す
。
道
真
の
怨
霊
に
対
す
る
恐
れ
は
、

や
が
て
そ
の
詩
才
に
対
す
る
尊
敬
へ
と
変
容
し
、「
天
神
信
仰
」

は
誕
生
し
ま
す
。
全
国
各
地
に
「
天
神
さ
ん
」
を
祀
る
天
満

宮
・
天
神
社
が
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
信
仰
の
広
が
り
を
意
味
し

ま
す
。「
天
神
さ
ん
」
は
、
誰
も
が
一
度
は
手
を
合
わ
せ
た
こ

と
が
あ
る
、
身
近
な
神
様
な
の
で
す
。

加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家
は
、
尾
張
国
荒
子
時
代
よ
り
天
神
信

仰
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
前
田
家
は
三
代
藩
主
・
利
常

の
頃
よ
り
、
そ
の
祖
先
は
菅
原
道
真
で
あ
る
と
名
乗
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
北
野
天
満
宮
に
は
利
常
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
『
紺こ
ん

紙し

金き
ん

字じ

法
華
ほ

け

経
開
結
共

き
ょ
う
か
い
け
ち
と
も

』
が
伝
存
す
る
ほ
か
、
道
真
没
後
八
百

年
に
あ
た
る
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
は
五
代
藩
主
・
綱

紀
が
太
刀
を
奉
納
し
た
の
に
続
き
、
加
賀
藩
主
は
五
十
年
ご
と

に
太
刀
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
北
野
天
満
宮
と
加

賀
藩
前
田
家
に
は
、
深
い
関
わ
り
が
あ
る
の
で
す
。

本
展
で
は
、
道
真
の
生
涯
と
そ
の
没
後
の
逸
話
を
描
い
た

『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』（
国
宝
）
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら

前
田
家
が
奉
納
し
た
太
刀
（
三
口
　
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
）、

長
谷
川
等
伯
に
よ
る
『
弁
慶
・
昌
俊
図
絵
馬
』（
重
要
文
化
財
）

な
ど
、
約
百
三
十
点
（
う
ち
国
宝
一
件
・
重
要
文
化
財
十
五

件
・
重
要
美
術
品
二
件
）
を
紹
介
し
ま
す
。

企画展示室（第7～9展示室）
菅原道真公1100年祭記念

北野天満宮神宝展
7月27日（土）～8月18日（日）会期中無休
主催／北陸中日新聞・石川県立美術館・石川テレビ放送
後援／石川県・石川県教育委員会・金沢市・金沢市教育委員会

金沢放送局・エフエム石川
協力／全国天満宮梅風会　協賛／東京海上
特別協賛／　 北陸電力重要文化財　太刀　銘恒次　附金梨地糸巻太刀拵　前田綱紀奉納

菅
公
と
天
神
信
仰

こ
こ
で
は
、
道
真
が
著
し
た
漢
詩
文
集
『
菅
家
文
草
』、
宇

多
天
皇
が
道
真
を
高
く
評
価
し
た
こ
と
を
記
し
た

『
寛
平
御
遺
誠

か
ん
ぴ
ょ
う
の
ご
ゆ
い
か
い

』（
重
要
文
化
財
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

な
ど
、
道
真
の
学
者
・
政
治
家
と
し
て
の
姿
を
探
る
と
と
も
に
、

後
世
に
な
っ
て
誕
生
し
た
「
天
神
信
仰
」
が
、
道
真
を
ど
の
よ

う
な
姿
で
捉
え
て
い
た
の
か
、『
束
帯
そ
く
た
い

天
神
像
』『
渡と

唐と
う

天
神
像
』

と
い
っ
た
「
描
か
れ
た
道
真
像
」
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

天
満
宮
の
歴
史

中
近
世
に
お
け
る
北
野
天
満
宮
の
歴
史
を
、
古
文
書
や
絵
画

資
料
な
ど
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。
室
町
時
代
に
は
足
利
家
の
、

桃
山
時
代
に
は
豊
臣
家
の
厚
い
崇
敬
と
保
護
を
得
て
い
ま
し

た
。
現
在
の
社
殿
は
豊
臣
秀
頼
に
よ
っ
て
慶
長
十
二
年
（
一
六

〇
七
）
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
際
の
棟
札
む
な
ふ
だ

や
、
秀
吉

に
よ
る
北
野
大
茶
湯
の
様
子
を
描
い
た
絵
画
よ
り
、
そ
の
歴
史

を
振
り
返
り
ま
す
。

天
神
縁
起

国
宝
『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』
は
、
現
存
最
古
の
天

神
縁
起
絵
巻
で
す
。
通
常
、
横
へ
繋つ
な

ぐ
料
紙
を
縦
に
し
て
繋
い

だ
た
め
、
縦
五
十
二
セ
ン
チ
と
い
う
大
画
面
を
生
み
出
し
ま
し

た
。
本
展
で
は
、
幼
少
の
道
真
が
や
が
て
そ
の
詩
才
を
現
す

「
巻
第
一
」、
大
宰
府
へ
の
配
流
が
決
ま
り
、
自
邸
の
紅
梅
に
別

れ
を
告
げ
る
「
巻
第
三
」、
無
実
を
祈
り
天
満
大
自
在
天
神
と

な
っ
た
道
真
が
没
し
、
京
都
の
清
涼
殿
に
雷
が
落
ち
る
「
巻
第

五
」、
六
道
の
悲
惨
さ
を
描
い
た
「
巻
第
八
」
の
四
巻
に
つ
い

て
、
巻
頭
か
ら
巻
末
ま
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
を
展
観
し
ま
す
。

荘
厳
と
奉
納
の
品
々

北
野
天
満
宮
へ
の
信
仰
は
、
数
々
の
奉
納
品
よ
り
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
人
々
が
願
い
を
込
め
た
絵
馬
、
和
歌
と
の
深
い

関
連
が
う
か
が
え
る
『
三
十
六
歌
仙
図
』、「
学
問
の
神
様
」
を

慕
っ
て
納
め
ら
れ
た
蒔
絵
の
文
台
や
硯

箱
。
そ
の
他
、
刀
剣
・
釣
灯
籠
・
鏡
な

ど
、
そ
れ
ら
は
膨
大
な
量
を
誇
り
ま
す
。

古
代
・
中
世
か
ら
近
世
、
そ
し
て
現
在

に
至
る
ま
で
、
人
々
の
崇
敬
を
集
め
る

北
野
天
満
宮
。
人
々
が
「
天
神
さ
ん
」

を
慕
う
思
い
は
、
こ
れ
か
ら
先
も
続
い

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

重要文化財　弁慶・昌俊図絵馬　長谷川等伯束帯天神像　狩野永納 三十六歌仙色紙貼交屏風（部分)

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
1,100円

高・大生
800円

小・中学生
600円

一　般
900円

高・大生
600円

小・中学生
400円

個
　
　
　
人

◇
当
館
友
の
会
会
員
は
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り
、
団
体
料
金

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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前
田
家
の
歴
代
藩
主
の
う
ち
、
特
に
文
物
の
収
集
で
実
績
の

あ
っ
た
三
代
利
常
、
五
代
綱
紀
は
内
外
の
歴
史
的
な
美
術
工
芸

品
、
書
籍
、
典
籍
類
を
積
極
的
に
収
集
す
る
一
方
で
、
自
分
と

同
時
代
の
美
術
の
動
向
に
も
絶
え
ず
注
目
し
て
い
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
単
に
骨
董
的
価
値
の
み
を
追
求
し
て
た
訳
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
明
治
時
代
に
は
い
っ
て
も
一

六
代
当
主
利
為
に
よ
っ
て
立
派
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
展
示
に
は
、
利
為
自
身
が
直
接
購
入
し
た
も
の
や
、
利
為
の

意
向
を
受
け
た
仲
介
者
が
購
入
し
た
作
品
が
数
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
中
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
西
洋
絵
画
で
す
。
今
回

は
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
「
ア
ネ
モ
ネ
」
が
四
年
ぶ
り
に
公
開
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
作
品
は
利
為
と
親
交
が
あ
っ
た
洋
画
家
岡
見
富

雄
の
仲
介
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
岡
見
は
大

正
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
当
時
代
表
的
な
画
家
で
あ
っ
た

ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
に
師
事
し
て
い
る
こ
と
が
機
縁
と
な
っ
て

か
、
利
為
は
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
の
作
品
も
購
入
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
ア
マ
ン
＝
ジ
ャ
ン
の
女
性
を
描
い
た
油
彩
画
一

点
、
パ
ス
テ
ル
画
二
点
も
展
示
し
ま
す
。
さ
ら
に
今
回
は
ル
＝

デ
ュ
ッ
ク
、
ロ
ッ
サ
ー
ノ
な
ど
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
明
治
四
十
三
年
の
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
前
田
家
本
郷

邸
へ
の
行
幸
に
際
し
て
新
築
さ
れ
た
洋
館
を
装
飾
す
る
た
め

に
、
黒
田
清
輝
ら
の
仲
介
に
よ
っ
て
富
山
出
身
の
画
商
林
忠
正

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
他
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
の
エ
ッ
チ
ン
グ
「
ゴ
ル
フ
」（
八
月
十
七
日
ま
で
展
示
）

も
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
作
品
で
す
。

日
本
画
で
は
、
横
山
大
観
や
富
岡
鉄
齋
、
堂
本
印
象
な
ど
よ

く
知
ら
れ
た
画
家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
小
品
で

は
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
展
示
す
る
橋
本
雅
邦
や
山
元
春
挙
な

ど
の
西
洋
の
影
響
を
反
映
し
た
作
品
と
あ
わ
せ
て
、
近
代
日
本

画
の
展
開
を
概
観
す
る
上
で
貴
重
な
指
針
と
な
り
ま
す
。
そ
の

他
彫
刻
で
は
、
今
年
回
顧
展
の
開
催
を
き
っ
か
け
に
再
認
識
の

気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
高
村
光
雲
の
「
雌し

雄ゆ
う

矮
鶏
ち
ゃ
ぼ

置
物
お
き
も
の

」
も
展

示
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

近代の美術
7月26日（金）～9月10日（火）

常設展示室（第4展示室）
特　集

石川の彫刻
昭和20年代の作品から

7月26日（金）～9月10日（火）

昭
和
二
十
年
、
終
戦
を
迎
え
、
日
本
じ
ゅ
う
で
民
主
的
文
化

国
家
の
建
設
が
叫
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
期
、
戦
災
を
受
け
ず
、

文
化
的
伝
統
を
有
し
た
街
で
も
あ
っ
た
金
沢
で
は
、
折
し
も
疎

開
中
の
美
術
作
家
も
大
勢
い
て
、
混
乱
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
芸
術
文
化
復
興
の
動
き
が
盛
ん
と
な
り
ま
し
た
。

戦
後
間
も
な
く
、
有
志
ら
に
よ
る
美
術
館
の
開
設
が
す
す
み
、

そ
こ
で
開
い
た
現
代
美
術
展
は
全
国
的
に
み
て
も
、
き
わ
め
て

早
い
も
の
で
し
た
。
出
品
者
と
し
て
長
谷
川
八
十
、
都
賀
田
勇

馬
ら
の
地
元
作
家
の
名
が
あ
り
ま
す
が
、
吉
田
三
郎
、
森
豊

一
、
木
村
珪
二
と
い
っ
た
東
京
在
住
者
の
名
も
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
二
十
一
年
に
は
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
が
発
足
し
、

の
ち
に
金
沢
美
術
工
芸
大
学
と
な
り
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
ま

す
。
開
設
当
初
、
教
官
に
は
畝
村
直
久
、
矩
幸
成
、
長
谷
川

八
十
ら
が
つ
き
、
の
ち
に
野
口
嘉
光
、
山
本
力
吉
、
松
田
尚
之

ら
が
加
わ
り
ま
し
た
。
二
十
年
代
の
卒
業
生
に
は
、
阿
倍
雪

子
、
田
中
昭
、
得
能
節
朗
、
石
田
康
夫
ら
が
お
り
、
今
日
の
石

川
の
彫
刻
界
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
金
沢
大
学
教
育
学
部
で
は
都
賀
田
が
講
師
を
務
め
、

の
ち
に
は
米
林
勝
二
が
教
壇
に
立
っ
て
お
り
、
そ
の
も
と
で
川

岸
要
吉
、
山
瀬
晋
吾
ら
が
卒
業
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
日
展
系
の
作
家
と
は
別
に
、
二
科
会
に
は
長
谷
川
八

十
、
二
紀
会
で
は
石
彫
の
北
川
薫
、
乾
漆
の
堀
義
雄
が
知
ら

れ
、
院
展
で
は
木
彫
の
田
中
太
郎
が
活
躍
し
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
家
の
作
品
の
う
ち
か
ら
二
十

年
代
の
作
品
（
本
文
中
の
太
字
）
を
中
心
に
、
本
文
で
紹
介
し
た

他
の
作
家
も
含
め
、
そ
の
後
に
制
作
さ
れ
た
作
品
も
合
わ
せ
て
展

示
し
、
石
川
彫
刻
の
一
側
面
を
ご
覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

〈
主
な
出
品
作
品
〉

若
い
女
　
　
　
阿
部
雪
子
　
　
曙
の
人
間
像
　
畝
村
直
久

朝
　
　
　
　
　
晝
間
　
弘
　
　
男
の
首
　
　
　
堀
　
義
雄

座
る
女
　
　
　
森
　
豊
一
　
　
男
立
像
　
　
　
吉
田
三
郎

曙
の
人
間
像
　
畝
村
直
久
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前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
近
代
の
美
術

仁
者
楽
山

じ
ん
し
ゃ
ら
く
さ
ん

富
岡
鉄
齋

楠
公
奉
勅
下
山
図

下
村
観
山

秋
景

横
山
大
観

春
遊
図

堂
本
印
象

ア
ネ
モ
ネ

ル
ノ
ワ
ー
ル

第
1
展
示
室

'

色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清
に
ん
せ
い

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
2
展
示
室
（
古
美
術
）

特
集
　
古
九
谷
・
再
興
九
谷

古
九
谷

青
手
竹
葉
図
平
鉢

□
色
絵
鶴
か
る
た
文
平
鉢

□
色
絵
鵜
草
花
図
平
鉢

色
絵
牡
丹
文
平
鉢

青
手
桜
花
散
文
平
鉢

再
興
九
谷

色
絵
鹿
図
呉
須
赤
絵
写
鉢
　
　
春
日
山
窯

色
絵
椿
文
六
角
四
段
重
　
　
　
吉
田
屋
窯

染
付
鴛
鴦
図
芙
蓉
手
平
鉢
　
　
若
杉
窯

色
絵
楼
閣
山
水
図
蓋
物
　
　
　
小
野
窯

色
絵
石
畳
文
古
九
谷
写
平
鉢
　
蓮
代
寺
窯

第
3
・
4
展
示
室
（
油
彩
画
・
彫
塑
・
造
形
）

油
彩
画

毛
皮
の
椅
子

円
地
信
二

望
郷
を
歌
う

鴨
居
　
玲

フ
ー
ド
の
女
Ⅰ

高
光
一
也

シ
ョ
ー
ル
を
ま
と
う

竹
沢
　
基

コ
ン
カ
ル
ノ
の
バ
ル
コ
ン

藤
本
東
一
良

熱
叢
夢

宮
本
三
郎

彫
塑
・
造
形

豚

都
賀
田
勇
馬

夏

得
能
節
朗

朋
友

野
口
嘉
光

常設展示室

主な展示作品
7月26日（金）～9月10日（火）

'＝国宝　◎＝重要文化財
□＝石川県指定文化財

色
絵
椿
文
六
角
四
段
重
　
吉
田
屋
窯

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

青
手
桜
花
散
文
平
鉢
　
古
九
谷

火
焔
山
　
西
山
英
雄

木
陰
の
女

米
林
勝
二

特
集
　
石
川
の
彫
刻
昭
和
20
年
代
の
作
品
か
ら

婦
人
の
首

畝
村
直
久

静
か
な
る
動
き

矩
　
幸
成

朝

晝
間
　
弘

杜
若

吉
田
三
郎

第
5
展
示
室
（
工
芸
）

陶
芸

赤
絵
初
夏
壺

北
出
不
二
雄

色
絵
罌
粟
け

し

大
飾
皿

富
本
憲
吉

漆
工

緑
葉
雅
趣
二
枚
折

越
村
計
三

庭
の
草
道
沈
金
彫
手
筥

前
　
大
峰

染
色

服
飾
「
盛
夏
果
実
」

金
丸
水
明

麻
地
友
禅
瓜
模
様
振
袖

木
村
雨
山

金
工

砂さ

張は
り

銅
鑼
ど

ら

初
代
魚
住
為
楽

砂
張
稜
線
磨
地
水
指

三
代
魚
住
為
楽

木
竹
・
そ
の
他
の
工
芸

紫
檀
硯
匣

し
た
ん
す
ず
り
ば
こ

初
代
池
田
作
美

彩
塑
人
形
　
神
事
鵜
祭

紺
谷
　
力

第
6
展
示
室
（
日
本
画
）

日
本
画

月
下
佳
人

梅
川
三
省

カ
ル
ナ
ッ
ク
遺
跡

金
曾
大
畔

ク
メ
ー
ル
崩
壊

里
見
米
菴

窓
辺
の
静
物

戸
田
博
子

路
地

中
町
　
進

火
焔
山

西
山
英
雄

赤
絵
初
夏
壺
　
北
出
不
二
雄

杜
若
　
吉
田
三
郎

コ
ン
カ
ル
ノ
の
バ
ル
コ
ン
　
藤
本
東
一
良
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当
館
収
蔵
品
の
最
高
の
名
作
と
い
え
ば
、
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
る
野
々
村
仁
清
作
「
色
絵
雉
香
炉
」
で
あ
り
、
第
1
展
示

室
が
こ
の
作
品
の
た
め
に
用
意
さ
れ
て
、
常
設
展
示
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
た
め
に
、
県
内
外
は
も
と
よ

り
、
海
外
か
ら
の
来
館
者
も
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
絵
葉
書
の

売
り
上
げ
も
開
館
以
来
、
断
然
ト
ッ
プ
の
座
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
雉
香
炉
の
作
品
を
石
川
県
（
美
術
館
）
に
寄
附
し
た
の

は
故
山
川
庄
太
郎
さ
ん
で
あ
っ
た
。
山
川
家
は
三
代
に
わ
た
っ

て
金
沢
市
に
住
ん
で
い
た
家
柄
町
人
で
、
三
代
と
も
ど
も
古
美

術
品
、
中
で
も
茶
道
具
の
収
集
家
で
茶
人
で
も
あ
っ
た
。
第
二

次
世
界
大
戦
後
、
三
代
目
の
庄
太
郎
さ
ん
は
、
一
切
の
職
業
や

公
職
を
退
き
、
質
素
な
生
活
を
送
っ
て
、
伝
来
の
古
美
術
品
を

守
っ
て
い
た
。
昭
和
三
十
三
年
秋
、
昭
和
天
皇
が
石
川
県
へ
行

幸
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
ま
た
県
で
は
美
術
館
の
建
設
を
準

備
中
で
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
こ
と
を
記
念
し
て
雉

香
炉
を
寄
附
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、
昭
和
天
皇
の
天
覧

に
も
供
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
県
か
ら
庄
太
郎
さ
ん
に
対
し
て

打
診
が
行
わ
れ
た
。
庄
太
郎
さ
ん
は
、
私
有
す
る
よ
り
公
共
財

産
と
し
て
公
開
す
る
機
会
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
、
名
誉
な
こ

と
と
し
て
快
諾
さ
れ
、
旧
美
術
館
の
建
設
時
に
も
専
用
の
展
示

室
を
設
置
し
て
、
開
館
に
見
事
な
華
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
。

庄
太
郎
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
十
年
目
の
昭
和
四
十
五

年
、
こ
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
意
味
で
旧
美
術
館
前
庭
に
記
念
碑

「
彩
雉
」
の
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
五
十
八
年
の
当

館
建
設
に
伴
い
正
面
右
側
の
中
庭
に
移
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
彩
雉
の
文
字
の
揮
毫
は
、
故
中
西
陽
一
前
知
事
の
手
に

な
る
も
の
で
あ
る
。

美
術
館
小
史
・
余
話
25

「
彩
雉
」の
碑
建
立

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長

ホ
ー
ル

第
88
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

「
利
家
と
ま
つ
」
を
奏
で
る

日
　
時
　
九
月
二
十
三
日
（
祝
）
午
後
一
時
三
十
分
〜

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
利
家
と
ま
つ
」
関
連
事
業
と
し
て
開
催
さ

れ
る
特
別
展
「
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物
語
」
展
に
ち
な
ん
で
、

ド
ラ
マ
の
テ
ー
マ
を
は
じ
め
、
親
し
み
や
す
い
名
曲
の
数
々
を
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
奏
で
お
贈

り
し
ま
す
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
演
奏
者
等
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
入
場
に
際
し
て
入
場
整
理
券
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳

細
は
左
記
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
の
で
、
自
家
用
車
は
ご
遠
慮

下
さ
い
。

「
彩
雉
」
の
碑
（
当
館
正
面
右
・
中
庭
）

故
山
川
庄
太
郎
翁

碑
文

国
宝
　
色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

◇
入
場
整
理
券
申
し
込
み
方
法

・
往
復
は
が
き
で
ご
応
募
い
た
だ
き
、
入
場
整
理
券
（
招
待
券
）

を
発
行
し
ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
い
た
し
ま
す
。

・
往
信
用
は
が
き
裏
面
に
は
「
第
88
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
お
書
き
下
さ
い
。

・
返
信
用
は
が
き
表
面
に
は
返
信
先
（
住
所
）
を
お
書
き
下
さ
い
。

・
返
信
用
は
が
き
裏
面
に
は
抽
選
結
果
を
印
刷
し
ま
す
の
で
、
何
も

お
書
き
に
な
ら
な
い
で
下
さ
い
。

・
八
月
三
十
日
（
金
）
必
着
で
す
。

◇
応
募
に
あ
た
っ
て
の
ご
注
意

・
応
募
、
入
場
資
格
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
。

・
入
場
者
一
名
に
つ
き
、
往
復
は
が
き
一
通
で
ご
応
募
下
さ
い
。
お

一
人
で
何
通
も
出
さ
れ
た
も
の
や
、
年
齢
、
返
信
先
等
の
記
載
事

項
が
不
十
分
な
も
の
、
連
名
の
も
の
は
無
効
と
な
り
ま
す
。
ま
た

同
一
の
住
所
、
筆
跡
で
多
数
ご
応
募
さ
れ
た
場
合
は
、
当
選
枚
数

を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
る
空
席
が
生
じ
た
場
合
は
、
締
め
切
り
ま

で
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
抽
選
も
れ
と
な
り
、
所
定
の
手
続
き
を

と
ら
れ
た
方
に
入
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
詳
細
は
当
館
か
ら
の

返
信
を
ご
覧
下
さ
い
。）。

・
当
館
か
ら
の
返
信
は
、
再
発
行
い
た
し
ま
せ
ん
。

〒
9
2
0
ー
0
9
6
3

金
沢
市
出
羽
町
2
ー
1

石
川
県
立
美
術
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
係

応
募
先
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2
0
0
2
北
陸
一
陽
展

八
月
二
十
二
日（
木
）〜
二
十
五
日（
日
）

（
第
8
・
9
展
示
室
）

今
秋
、
東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
第
48
回
一
陽
展
へ
の

石
川
県
・
福
井
県
在
住
出
品
者
の
油
彩
画
・
ア
ク
リ
ル
画
・
彫

刻
の
約
六
十
点
を
展
覧
し
ま
す
。
一
陽
会
は
表
現
様
式
の
い
か

ん
を
問
わ
ず
多
彩
な
作
家
群
を
擁
す
る
個
性
的
な
美
術
団
体
で

す
。
抽
象
と
具
象
の
多
彩
な
作
風
が
競
合
す
る
ベ
テ
ラ
ン
作
家

の
秀
作
か
ら
尖
鋭
な
若
手
作
家
の
力
作
を
ご
鑑
賞
下
さ
い
。
主

な
出
品
作
家
は
、
大
場
吉
美
（
委
員
）、
和
泉
洸
、
入
口
ふ
じ
子
、

岩
永
勝
彦
、
浮
田
正
樹
、
酒
井
幸
雄
、
佐
川
文
子
、
清
水
正
男
、

洲
崎
幸
七
、
竹
田
明
男
、
中
本
邦
夫
、
野
中
未
知
子
、
判
三
教
、

松
下
絹
子
、
安
田
淳
（
以
上
会
員
）
で
す
。

入
場
無
料

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
粟
崎
町
二
―
八
六
　
大
場
吉
美
方

一
陽
会
　
北
陸
支
部
事
務
所

1
〇
七
六
―
二
三
八
―
三
〇
九
六

第
87
回
公
募
写
真
展
研
展

八
月
二
十
二
日（
木
）〜
二
十
六
日（
月
）

（
第
7
展
示
室
）

東
京
写
真
研
究
会
が
主
催
す
る
研
展
は
、
研
究
会
（
関
東
、

中
部
、
関
西
、
北
陸
の
四
支
部
）
の
会
員
と
、
一
般
公
募
の
二

部
門
で
構
成
さ
れ
、
約
二
百
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
北
陸
か
ら

会
員
の
部
で
は
、
研
展
賞
に
村
本
外
男
、
研
展
奨
励
賞
に
荒
川

廣
一
、
公
募
の
部
で
は
東
研
賞
に
矢
木
庄
治
、
東
研
奨
励
賞
に

中
村
省
三
、
中
井
と
し
お
、
早
川
欣
弥
の
各
氏
が
受
賞
し
ま
し

た
。入

場
無
料

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
野
町
四
―
九
―
一
三

内
島
一
郎

1
〇
七
六
―
二
四
一
―
二
二
七
九

企
画
展
示
室

第
12
回
北
國
水
墨
画
展

八
月
三
十
日（
金
）〜
九
月
三
日（
火
）

（
第
7
・
8
・
9
展
示
室
）

石
川
県
内
の
水
墨
画
愛
好
団
体
を
網
羅
し
た
統
一
展
で
す
。

近
年
、
愛
好
者
の
増
加
と
作
品
の
向
上
が
著
し
い
県
水
墨
画
界

の
結
束
を
図
る
と
と
も
に
、
愛
好
者
拡
大
を
目
指
す
ね
ら
い
の

展
覧
会
で
、
作
品
は
広
く
愛
好
者
か
ら
公
募
し
て
審
査
し
、
入

選
、
入
賞
作
に
加
え
て
委
嘱
作
品
も
併
せ
て
展
示
し
、
水
墨
画

の
魅
力
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

入
場
料

一
般
・
大
・
高
生
　
五
〇
〇
円
（
四
〇
〇
円
）

中
学
生
以
下
無
料

（

）
内
は
団
体
料
金

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
香
林
坊
二
―
五
―
一

北
國
新
聞
社
事
業
局

1
〇
七
六
―
二
六
〇
―
三
五
八
一

図
書
閲
覧
室
Ｎ
Ｏ
Ｗ

近
年
、
美
術
や
歴
史
、
文
学
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、

週
刊
で
刊
行
さ
れ
る
シ
リ
ー
ズ
本
が
み
う
け
ら
れ
ま
す
が
、
今

回
紹
介
す
る
「
週
刊
　
日
本
の
美
を
め
ぐ
る
　
江
戸
3

光
琳

と
琳
派
」（
小
学
館
発
行
）
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の
種
の

本
は
、
毎
週
テ
ー
マ
を
も
う
け
て
焦
点
を
絞
り
、
カ
ラ
ー
図
版

を
適
所
に
使
い
な
が
ら
簡
潔
に
解
説
を
施
し
て
、
読
み
や
す
い

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
号
は
、
光
琳
と
琳
派
を
特
集
し
て
い
ま
す
が
、
ふ
ん
だ
ん

に
図
版
を
使
い
な
が
ら
、
そ
の
様
式
の
特
徴
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
て
お
り
、
気
軽
に
美
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
本
号
に
は
、
華
麗
な
装
飾
的
表
現
を
み
せ
る
、
当
館

の
所
蔵
品
「
色
絵
雉
香
炉
」「
色
絵
雌
雉
香
炉
」「
古
九
谷
青
手

樹
木
図
平
鉢
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
開
室
時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分
。
貸
出

し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

八
月
の
月
例
映
画
会
は
、
十
一
日
に
「
北

野
天
神
縁
起
絵
巻
道
真
怨
霊
の
美
」（
二
十

三
分
）、
十
八
日
に
「
日
本
の
肖
像
画
　
歴
史

上
の
人
物
た
ち
　
そ
の
姿
と
影
」（
二
十
三

分
）、
二
十
五
日
に
「
タ
ー
ナ
ー
　
狂
気
を
さ

そ
う
風
景
画
家
　
誰
も
私
の
絵
を
好
き
に
な

る
権
利
は
な
い
」（
二
十
三
分
）
・
「
九
谷
焼
」

（
二
十
二
分
）
を
上
映
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
う
ち
「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」
は
、

同
時
期
に
企
画
展
示
室
で
開
催
中
の
『
北
野
天
満
宮
神
宝
展
』
に

ち
な
み
、
上
映
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
映
画
は
、
展
覧
会
に
も
出

陳
さ
れ
る
国
宝
・
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
（
承
久
本
）
を
モ
テ
ィ
ー

フ
と
し
て
制
作
さ
れ
、
全
八
巻
の
う
ち
主
要
な
場
面
を
、
絵
巻
の

展
開
に
そ
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
前
半
部
分
は
、
道
真
が
学
者

で
あ
っ
た
菅
原
是
善
と
父
子
の
契
り
を
結
ぶ
幼
少
期
に
は
じ
ま

り
、
才
能
を
開
化
さ
せ
右
大
臣
に
ま
で
昇
格
し
た
後
、
藤
原
時
平

の
讒
言
に
よ
り
、
太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
る
ま
で
の
生
涯
を
、
要
所

を
押
さ
え
な
が
ら
画
面
に
映
し
出
し
て
い
き
ま
す
。
後
半
は
、
そ

れ
ま
で
の
抒
情
的
表
現
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
、
道
真
が
死
後
、

怨
霊
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
を
起
こ
し
て
い
く
劇
的
な
表
現

を
中
心
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
修
験
者
・
日
蔵
上
人
が
、

道
真
の
霊
に
関
わ
る
不
思
議
な
体
験
（
六
道
地
獄
め
ぐ
り
）
を
す

る
悲
惨
な
場
面
が
つ
づ
き
、
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
見
る

も
の
に
迫
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
景
を
見
る
と
、
本
絵
巻

が
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
の
、
過
酷
な
世

相
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

も
と
も
と
絵
巻
の
鑑
賞
は
、
一
人
の
人
間
が
、
右
手
で
少
し

ず
つ
巻
物
を
巻
き
取
り
な
が
ら
、
左
手
で
画
面
を
開
い
て
い
く

と
い
う
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
も
そ
の
ス
タ
イ
ル
を

意
識
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
画
面
を
追
い
な
が
ら
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
ア
ッ
プ
を
入
れ
、
よ
こ
の
動
き
と
前
後
の
動
き
を
巧
み
に

組
み
合
わ
せ
て
、
単
調
な
構
成
に
な
る
の
を
ふ
せ
い
で
い
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
鮮
や
か
な
色
彩
、
精
緻
な
線
描
、
大
胆
な
画

面
構
成
と
い
っ
た
、
こ
の
絵
巻
の
見
所
が
的
確
に
と
ら
え
ら
れ

て
お
り
、
展
覧
会
と
あ
わ
せ
て
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り

理
解
が
深
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

月例映画会

今月のイチ押し�

新
着
図
書
紹
介
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※
今
月
の
全
館
休
館
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
国
宝

北
野
天
神
縁
起
絵
巻
（
承
久
本
）」
を
読
む
　

（
村
上
尚
子
　
学
芸
員
）

貴
志
康
一
　
2

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」
ほ
か
（
約
60
分
）

古
典
文
学
の
意
匠
　
源
氏
物
語
　
2

（
前
田
武
輝
　
学
芸
専
門
員
）

北
野
天
神
縁
起
絵
巻
　
道
真
怨
霊
の
美
（
23
分
）

日
本
の
肖
像
画
　
歴
史
上
の
人
物
た
ち
　
そ
の
光
と
影
（
23
分
）

型
染
　
日
本
の
伝
統
デ
ザ
イ
ン

（
寺
川
和
子
　
学
芸
主
任
）

タ
ー
ナ
ー
　
狂
気
を
さ
そ
う
風
景
画
家
　
誰
も
私
の
絵
を
好
き
に
な
る
権
利
は
な
い
（
23
分
）

九
谷
焼
（
22
分
）

タ
ー
ナ
ー
　
人
と
芸
術

（
織
田
春
樹
　
学
芸
主
任
）

8
／
3
（
土
）

8
／
4
（
日
）

8
／
10
（
土
）

8
／
11
（
日
）

8
／
18
（
日
）

8
／
24
（
土
）

8
／
25
（
日
）

8
／
31
（
土
）

行
　
　
事

月
　
　
日

八
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

土

曜

講

座

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

無
垢
　
銅
、
茶
鎭
鍮
色
打
出
、
瓢
花
金
鍍
金
、
葉
筋
毛
彫
沈
金
』

と
い
う
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
豪
華
な
も
の
で
す
。
金
沢
城
に

お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
豪
華
な
金
具
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
推

察
さ
れ
ま
す
。

象
嵌
鐙
は
、
鉄
を
打
ち
出
し
て
薄
く
、
軽
く
し
た
地
に
、
主

に
銀
を
面
や
線
で
象
嵌
し
、
文
様
を
表
現
し
た
も
の
で
す
が
、

ア
リ
を
立
て
て
（
象
嵌
す
る
面
や
線
の
部
分
の
地
を
表
面
よ
り

底
部
を
広
く
す
る
）
象
嵌
す
る
の
で
抜
け
に
く
い
と
い
う
堅
牢

さ
と
そ
の
文
様
の
す
ば
ら
し
さ
に
よ
り
加
賀
藩
の
特
産
品
と
し

て
全
国
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
百
工
比
照
」
金
具
類
の
う

ち
の
引
手
も
こ
の
技
法
に
よ
り
、
金
を
象
嵌
し
、
鉄
地
の
渋
さ

と
金
の
華
や
か
さ
が
う
ま
く
調
和
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
蒔
絵
鉄
線
唐
草
文
歌
書∂

笥
」
や
利
家
所
用
の

「
金
子
札
白
糸
素
懸
威
胴
丸
具
足
」（
重
文
）
の
具
足
櫃
等
に
取

り
付
け
ら
れ
金
具
も
鉄
地
に
金
の
象
嵌
の
す
ば
ら
し
い
も
の
で

す
。作

品
全
体
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
視
点
を
変
え
て
、
細
部
に

こ
だ
わ
っ
て
ご
覧
頂
く
と
い
う
の
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

（「

」
内
は
、
展
覧
会
出
品
作
品
）

（
南
　
俊
英
　
学
芸
第
一
課
長
）

展
覧
会
第
二
部
【
加
賀
文
化
の
確
立
】
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

紹
介
し
ま
し
た
、
収
集
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
と
と
も
に
、
加
賀

の
地
に
お
い
て
育
ま
れ
た
美
術
工
芸
品
も
展
示
い
た
し
ま
す
。

「
秋
草
図
屏
風
」（
重
文
）
を
は
じ
め
と
す
る
俵
屋
宗
雪

た
わ
ら
や
そ
う
せ
つ

（
宗
雪

は
、「
富
姫
御
輿
入
一
件
留
書
」
に
よ
れ
ば
、
利
常
の
四
女
富ふ
う

姫ひ
め

が
八
条
宮
智
忠
の
り
た
だ

親
王
に
嫁
す
る
際
、
八
条
宮
新
御
殿
の
襖
絵

を
描
く
）
の
屏
風
絵
、
久く

隅
守
景

す
み
も
り
か
げ

の
「
四
季
耕
作
図
屏
風
」

（
重
文
）
等
の
絵
画
。「
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢
」（
県
文
）
を
は
じ

め
と
す
る
古
九
谷
の
優
品
。
加
賀
蒔
絵
と
し
て
は
、「
秋
野
蒔

絵
硯
箱
」（
重
文
）
等
の
五
十
嵐

い
が
ら
し

道ど
う

甫ほ

の
作
品
、「
蒔
絵
和
歌
の

浦
図
見
台
」（
重
文
）
等
の
清し

水み
ず

九
兵
衛

く

へ

え

の
作
品
。
加
賀
象
嵌

鐙
を
は
じ
め
と
す
る
金
工
品
を
展
示
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
す
ば
ら
し
い
作
品
を
展
示
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
金
具
を

含
め
た
金
工
品
を
特
集
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
百
工
比
照

ひ
ゃ
っ
こ
う
ひ
し
ょ
う

」（
重
文
）
金
具
類
の
う
ち
か
ら
、
小
松
城
、

江
戸
の
加
賀
屋
敷
、
江
戸
御
成
書
院
に
使
用
さ
れ
て
い
た
釘
隠

と
引
手
を
展
示
し
ま
す
。
ち

な
み
に
虫
籠
・
蝉
の
釘
隠
に

は
『
ニ
グ
ロ
メ
籠
目
彫
透
、

縁
金
銀
鍍
金
七
々
子
、
台
の

処
金
鍍
金
、
松
皮
菱
七
宝
流
、

足
金
銀
鍍
金
七
々
子
、
底
板

銀
鍍
金
、
蝉
金
鍍
金
七
宝
流
』

と
い
う
記
事
が
、
ま
た
、
寿

帯
鳥
・
瓢∂

釘
隠
に
は
『
花

喰
寿
帯
鳥
ニ
グ
ロ
メ
打
出
金

銀
鍍
金
、
嘴
足
朱
漆
、
花
銀

「
利
家
と
ま
つ

加
賀
百
万
石
物
語
展
」
そ
の
四

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

次
回
の
展
覧
会

企
画
展
　
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物
語
展

ー
前
田
家
と
加
賀
文
化
ー

（
第
２
・
７
・
８
・
９
展
示
室
）

加
賀
藩
の
美
術
工
芸

（
前
田
育
徳
会
展
示
室
）

吉
田
冨
士
夫
手
品
師
の
息
づ
か
い

（
第
３
展
示
室
）

※
第
2
展
示
室
は
「
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物
語
展
」
の
第
2
会
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

九
月
十
四
日（
土
）〜
十
月
二
十
七
日（
日
）

各
地
の
展
覧
会

八
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

生
誕
1
0
0
年
記
念
　
書
の
巨
人
　
西
川
寧

7
／
30
〜
8
／
25

東
京
国
立
博
物
館
（
東
京
都
台
東
区
・
〇
三
―
三
八
二
二
―
一
一
一
一
）

出
光
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
サ
ム
・
フ
ラ
ン
シ
ス
展

8
／
10
〜
9
／
16

富
山
県
立
近
代
美
術
館
（
富
山
市
・
〇
七
六
―
四
二
一
―
七
一
一
一
）

開
館
十
周
年
記
念
　
韓
国
の
色
と
光

7
／
26
〜
9
／
23

愛
知
県
美
術
館
（
名
古
屋
市
東
区
・
〇
五
二
―
九
七
一
―
五
五
一
一
）

観
音
の
み
て
ら
　
石
山
寺

8
／
9
〜
9
／
8

奈
良
国
立
博
物
館
（
奈
良
市
・
〇
七
四
二
―
二
二
―
七
七
七
一
）

蒔絵鉄線唐草文歌書A笥（部分) 江戸17世紀



立
秋
。
厳
し
い
残
暑
の
中
、
肌
に
ふ
と
涼
し
さ
が
感

じ
ら
れ
る
頃
、
な
の
で
す
が
…
。

さ
て
、
大
河
ド
ラ
マ
「
利
家
と
ま
つ
」
に
も
登
場
し

て
い
る
利
家
の
長
男
利
勝
（
後
の
二
代
藩
主
利
長
）
の

菩
提
寺
が
、
富
山
県
高
岡
市
に
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
？
。
ほ
ら
、
何
年
か
前
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
…
、

そ
う
、
あ
れ
で
す
、
瑞
龍

ず
い
り
ゅ
う
寺
！
。
利
長
は
弟
の
利
常
に

藩
主
の
座
を
譲
っ
て
か
ら
高
岡
城
に
隠
居
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
利
常
が
兄
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
て
た
の

が
瑞
龍
寺
（
曹
洞
宗
）
な
の
で
す
。
こ
こ
に
は
命
日
ご

と
に
寄
進
さ
れ
た
書
跡
、
絵
画
、
工
芸
品
な
ど
が
た
く

さ
ん
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
今
や
そ
れ
ら
の
多
く
は
国
や

県
の
指
定
文
化
財
で
す
。
美
術
館
で
は
こ
れ
ら
を
中
心

に
し
て
「
瑞
龍
寺
展
」
を
盛
大
に
開
催
し
て
い
る
ん
で

す
よ
、
五
年
前
に
。
歴
史
フ
ァ
ン
が
大
挙
し
て
押
し
寄

せ
た
、
あ
の
時
の
に
ぎ
わ
い
と
い
っ
た
ら
、
も
う
…
。

で
も
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
方
々
に
は
、
幸
い
当
時
の
展

覧
会
図
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
全
百
四
十
四
ペ
ー
ジ
で

カ
ラ
ー
図
版
だ
け
で
も
約
百
ペ
ー
ジ
！
。
も
ち
ろ
ん
詳

し
い
解
説
付
き
。「
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物
語
展
」

開
催
前
の
今
の
う
ち
に
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

― 8  ―

123

石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
二
六
号
　
平
成
十
四
年
八
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

砂さ

張は
り

の
平
水
指
で
す
。
砂
張
（
銅
と
錫
の
合
金
）
を
鋳
型
に

よ
り
成
形
し
、
表
面
を
磨
き
上
げ
、
漆
を
焼
き
付
け
完
成
さ
せ

た
も
の
で
す
。
作
者
は
、
昭
和
三
十
四
年
の
初
入
選
以
来
、
日

本
伝
統
工
芸
展
に
多
数
の
水
指
を
出
品
し
て
い
ま
す
。
形
も
筒

形
、
瓢
箪
形
、
平
等
、
地
肌
も
無
地
、
梨
地
、
鎚
目
等
、
加
飾

と
し
て
は
銀
彩
、
象
嵌
ぞ
う
が
ん

（
螺ら

鈿で
ん

）、
轆
轤
ろ
く
ろ

に
よ
る
線
彫
等
、
多

種
、
多
様
な
技
を
駆
使
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
稜
線
磨
地
水

指
に
つ
い
て
も
、
稜
線
を
斜
め
に
し
た
り
、
間
隔
を
粗
く
し
た

り
密
に
し
た
り
と
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
幅
と
高
さ
の
比
率
が
程
良
く
、
安
定
感
を
感

じ
さ
せ
る
平
水
指
で
、
十
九
本
施
さ
れ
た
稜
線
は
ア
ク
セ
ン
ト

と
な
り
、
リ
ズ
ム
感
も
感
じ
さ
せ
、
そ
の
間
隔
は
絶
妙
で
す
。

漆
を
焼
き
付
け
た
色
合
い
は
砂
張
独
特
の
味
わ
い
を
醸
し
出
し

て
お
り
、
加
飾
を
控
え
め
に
お
さ
え
、
簡
明
な
美
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

作
者
は
昭
和
十
二
年
金
沢
市
に
生
ま
れ
、
祖
父
の
初
代
為
楽

に
師
事
し
、
鋳
物
技
術
を
習
得
し
、
砂
張
に
よ
る
水
指
、
花
入

な
ど
の
茶
道
具
を
制
作
す
る
と
と
も
に
、
響
銅
と
も
呼
ば
れ
る

砂
張
に
よ
る
銅
鑼
ど

ら

、
鈴り
ん

の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
、
銅

鑼
（
盆
状
を
し
た
金
属
製
の
打
楽
器
で
、
中
央
に
乳
房
形
の

「
ヘ
ソ
」
と
称
す
る
突
起
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
等
形
状
は

様
々
で
、
大
き
さ
も
厚
さ
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
吊
り
下
げ
て
、

そ
の
中
央
を
桴ば
ち

で
打
っ
て
鳴
ら
す
も
の
。
音
色
や
余
韻
は
形
や

大
小
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
仏
事
用
、
軍
陣
用
、
出
船
の

合
図
用
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
次
第
に
茶
事
用
に
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
形
、
音
色
と
も
に
洗
練
さ
れ
て
き
た
。）

で
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

砂張稜線磨地水指
三代魚住為楽 昭和12年（1937）～

ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信

『瑞龍寺展』（2,300円)

昭和60年　1985

第32回日本伝統工芸展

口径21.5 底径19.9 高9.5（cm）


